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北京第一歴史棺案館所蔵コーカンド関係文書9種

濱　田　正　美

　ここに紹介する9通のチャガタイ語文書は，堀直氏が北京の第一歴史撹案館所蔵の軍機処

録劇を調査された際に発冤されたものである。筆者は既に10年ほど以前にその複写1＞を頂

戴していたが，概説的な論文において部分的に欝及した〔濱田1998：l16－7］外は全部を

公刊することなく荏薄日を過ごして来た。改めて堀氏のご厚意に謝意を表するとともに余り

にも甚だしい公表の遅延を深くお詫びする次第である。

　コーカンド・清朝関係史については，古くは野口透，」．Fletcher両氏の先駆的業績［佐

口1963；Fletcher　l978　a；1978　b］があり，中頃には播肥平氏のモノグラフ［溝1991］，近

くはし，JNewby氏の優れた研究［Newby　2005］が公刊されて，既にほぼその全容が明ら

かにされているといって良い。就中　Newby氏の研究は第一歴史棺案館の文書を博捜して

成ったもので，9通の文書の内の7通に含まれる情報は概ねこの研究書に取り込まれている。

奮り体に肥えば，これらの文書が歴史的な経緯において有する意義を筆者が理解し得たのは

同書のお陰であった。従って，今になってこれらの文書を紹介する意味はないようにも思わ

れるのであるが，Newby氏はこれらの文＝書の漢訳に専ら依拠していること，原文書に記載

された事柄は概ね正しく漢語に移されているとしても，その事柄の伝達を担う文章の本質的

な性質，例えばコーカンド・ハーンの勅書としての体裁などは，意図的にせよ翻訳の技術上

からにせよ漢訳では無視されていること，更により重大な問題として漂文書の肝要の部分が

訳し落とされている可能性があること2＞などに鑑みるならば，改めてチャガタイ語原文書を

検討する意義は皆無とは書えぬと考える。史料的な価値とは別に，これらの文書には19世

紀チャガタイ語の資料としての重要性が認められることは言うまでもない。以下では堀氏の

覚え書きに記載されたこれらの文書が添付された奏摺の年代に従って紹介するが，おのおの

項の叩頭の日付3）と上奏者の名は，堀氏の覚え書きに記されたものである。数字は「軍機処

1）　うち4点は漢訳文書の複写を伴う。但し，そのうちの2点は堀氏の抄写による。文翻Xのもの

　とされる漢訳文書については，以下で改めて述べる。

2）堀氏の覚え書きによれば，チャガタイ議文書全てに漢訳が存在するとのことであるが筆者自身

　は北京での調査の機を得ず，ここに列挙した問題点は，堀氏から頂いた漢訳文書とNewby氏に

　よる漢訳文書からの英訳もしくは要約に暴つく判断である。従って事実は訳し落としではなく，

　Newby氏による憲略であらある如露性も僅かながら存在することを付乱しておく。

3）二つの日付が記されている場合もある。堀氏の覚え書きをそのまま踏襲した。
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録副奏摺・民族類」の文書番号を示し，Newby氏の書に該当する記述がある場合には，そ

のページ数を付け加える。次いで，漢文の付箋の内容を移録し（但し文書IXには付箋はな

い），飯氏から漢訳文書の複製もしくは抄写を頂いているものには膜訳あり」と記す。原

文の転写，翻訳，注釈と解説の順に記載する。アラブ文字の原テクストは印刷の都合上，最

後に一評して提示した。転写と原テクスト中の［＿］は判読不能の語を示す。訳文の［3

は訳者が補った語であることを示す。

1嘉慶16年8月13日跡切等8051－14，Newby　2005：58

　　［捜］獲原任阿鼻木面前血忌三池堪達爾留出薩木薩克原書　原件破損（破損個所を示す挿

図あり。）

【転写】

　　（　1　）　Uadrat－i　Samsaq　Xwajam　sallama　’llahu　ta‘alaga，　Ca　gabnam　az　rux－i　gul－ab．　．　．

　　（2）　Kaggarnl’ng　hakim　beg　jgn　wang　lslcandar　Begdin　da‘wat－i　mubibbana　wa　taslirnat－i

　　mugtaqana　adasi’dl’n　Riafham　oi－ki　li－llahi　’1－bamdu　wa’1－minna　bizltir　bi－gayat　parwar　wa

　　kar－i　‘alam　＄ifat－i　salamat　（　3　）　maqrutn　bi－xayr－i　‘afiyat　durml’z．　！jadratlarini’　ham　jaml‘1　ta‘li－

　　qatlarl’　birla　al｝ah　ta‘ala　salamat　saqlap　yaqln　fur＄at　da　didarlari’　ni‘matl’ga　mugarraf　bolmaqnl

　　na＄lb　ql’lgay，　inSa’llah．　（4）Taniyan　qihn－i　musaffalariga　ma‘rthd　oMcim　1．iadratlarl’nk’ng　ibtir－

　　gan　xas＄　xidmat－karlarl　Mul．aammad　Niyaz　Axandiar　Kaggarga　yetip　kelip　badratlarlnl’ng

　　keliglarini　（5）　Ulug　Xanga　ma‘IUm　ql’11p　xatt　tutup　biz　alixa　amban　xaba　ambanlar　biltin

　　ma61abatlagl’p　bu　iSning　yaruql’da　QOqand　bila　keliglarini　ma＄lalpat　qi’lgall’　Narbnta　Beg　qagiga

　　Mabmad　Beg　ibtirigimizda　（6）　TUII　Baynl’　bila　qoSup　ibarip　hamma　s6z　agi’znl　jan5blariga

　　ma‘litm　ql’llp　‘arlda－dagt　tutup　edttk．　Sam‘一i　gariflariga　masma“　bolgandu．　Mulpafnmad　Niyaz

　　Ax“ndlar　mu　（7）　Ulug　Xandk’n　kela　durgan　yarlignl　saq｝ap　turdl’．　Yarlig　yetip　kelisiigti　mu

　　on　ne6a　kifn　qaldi．　Yar聴yetip　kelgandin　kin　Mu垣ammad　Niyaz　Ax亘ndlarnrAli　Yar　Beg

　　bi｝tin　xidmatlariga　ibara　miz．　Yena　beglardin（8）at　ulag　hanima　｝azim－amadalik　nersa　ke－

　　rakni　jabdup　Q6qandga　istiqballariga　ibalra　miz．　Wa　yena　Muhammad　Nlyaz　AxUnd　bizga　ayt－

　　qanda　Sahr一三sabzdaki＄iddlq　Begni　mu　Xwajam　billti　allp　kela　durlar　dedi．　Sahr－i　sabzga

　　ham　（9）　kigi　ibarip　＄iddiq　Begni　alduyup　1〈elip　tayyar　bolup　tursalar．　Muhammad　Niyaz

　　Axand　‘AII　Yar　Begldr　yetip　bargandl’n　1〈in　inadratlari’　ham　dar　maball　aga6amlarni’　‘aglmlarnl’

　　erigip　（10）　kela　durgan　hamma　xidmat－karlarnl’　aH’p　elql’p　kelsaltir．　KaSgar　xalql’　hamma

　　murid　muxli＄lar　jamaN　jahan－aralarl’ga　muSarraf　bolmaqnlng　arzasi’da　taiablarlnl’　ql’ll’p

　　muntagir　turup－durml’z，　inga’　llah．　（ll）　Yena　allxa　amban　xaba　ambanlar　bilan　ma＄lalpat

　　ql’lgay　miz．　S2kizinji　jum2di　’1－awwal　aynl’ng　on　U6ida（12）Ulug　Xanning　togulgan　ulug　mu－

　　barak　kUni　bola　dur．　Ulug　Xanga　tabi‘　hamrna　atrafdaki　wang　kthng　bayll　bay＄a　uluglar　jam‘
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　bola　dur．　SoH〈ifnda　hadratlarl’ning　pay　qadamlarl　Kaggarga　yetip　keldilar　degan　xatt　（13）

　Ulug　Xanga　yetip　barsa　qrrq　yt’lnlng　bu　yttzi　talada　yUrgan　Samsaq　Xwaia　manga　baS　tutup

　keHp　dur　dep　hamma　uluglarga　6arlap　anglatl’p　bu　xog－waqtli’qda　lpadrat｝ariga　asmand’in

　（14）igiz　yerdin　qalin　ilti蹴宝t5xi　mu　ziyada　bO｝a　dur．　A｝ixa　amban　xtibti　ambanlar　biz

　Samsaq　Xwajall’qnl’　（15）　Ulug　Xanning　mundag　ulug　mubara｝〈　kttniga　UlgUrUp　yetip　kelsa－

　lar　dep　saLy　ql’lganl’ml’znl’ng　u6uri’　（16）　Ulut；　Xan　x6g－waqt　bolgan　sarl　xOs’一waqt　bolup

　ziyada　iltifatlar　ql’llp　bizning　waqtl’ml’zda　bu　obdan　iS｝ar　tgxi　mu　obdan　bolup　Samsaq　Xwaja－

　ilq　qan6a　’izzat　abrthyluq　bolsala｝ny　（17）　biz　ham　toladin　tola　xdg－waqt　bola　ml’z．　Bizning　bu　mihr－

　banjlllq　ql’lgan　obdan　k6nglUmizni　Samsaq　Xwajalk’qga　xatt　berstingiz．　Anglap　xOs’一waqt

　bolup　6abdup　tayyar　bolup　tursalar　（18）　Mubammact　Niyaz　Axand　‘All　Yar　Begltir　barl’gl’

　haman　baya’1　bolmay　dar　mahal｝　atlani’p　61’qi’p　kelsalar　ziyada　obdan｝1’q　bola　dur　dedL

　Munlng　U6Un　samLi　gariflariga　ma‘lttm　ql’li’p　（19）　Muhammad　Axan　qoli’dln　‘arida　dagt

　［ql｝d］lm．　（20）　Ulug　Xannlng　UeUnji　ylll’　［．　．　．］　toxl　‘id－i　qurban　aynl’ng　on　tdrt　kUni．

　（Seal　impression）Ka融ar草akim　begi　nlng　muhr（？）（十in　Manchu十in　Chinese）

【三二

　（1）サムサク・ホ・一ジャム　　　賛美さるべき神は彼を守り給え　　　に。蕎薇水の頬の蕎薇色の如

　く£＿3

　（2）カシュガルのハーキム・ベグ，三王イスカンダル・ベグよりの友愛に満ちたる招請と深切なる

　ご挨拶の雷上はかくの如くに知られかし。賛美と加護は神のものであり，我ら一同，［神の3無辺の

　挾養に与り，世情は安穏にて，（3）健勝にて過ごし居ります。至高の神が務下と御家申の方々をご

　健勝に保たれ，近い内に槻下に3拝謁の栄光を恭なくする幸運を授け給わんことを，もし神が望み

　給うならば。（4）陳者，渚澄なる［山下の］御知力への懇請はかくの如くであります。睨下が差し

　遣わされた御重題，ムハンマド・ニヤーズ・アーホンドたちはカシュガルに壼り来1ましたので，］

　挽下の御来帰を（5）大ハーンにご報密し，書状を受け取って，我らは尚書，参賛大距と商議して，

　この件にっきてコーカンドとも御来帰を商議し．ようとて，ナルブータ・ベグの許ヘマフムード・ベグ

　を遣わしました際に（6）トゥーリー・バイをも付けて遣わし，すべての要件を挽下にお知らせして，

　我々は書状を差し上げました。£既に3整なるお耳に達している　［逓りで］あります。ムハンマド・

　ニヤーズ・アーホンドたちも（7）大ハーンから来る勅書を待っております。勅轡が鋼着するには十

　数日かかります。我らは，勅書の到着の後ムハンマド・ニヤーズ・アーホンドたちをアリー・ヤー

　ル・ベグとともに三下の許に遣わします。またべグたちより　（8）馬匹駄獣　［その飽］必要とされ

　るあらゆるものを整えてコーカンドへ御奉迎のためにお送り致します。また，ムハンマド・ニヤー

　ズ・アーホンドが我らに申しますには，シャブリ・サブズにいるスィッディーク・ベグをもホージャ

　ムとともに連れて来られるとのことでございます。シャブリ・サブズにも人を（9）遣わされ，

　スィッディーク・ベグを連れてこさせ’てご準備なさるべく　［お願い申し上げます1。ムハンマド・＝

　ヤーズ・アーホンドとアリー・ヤール・ベグが［そちらへ3到蓄の後，狸下も直ちに御夫人方，ホー
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　ジャム方，貴顕方をお連れになり，（IO）［こちらに］来るすべての従者を率いて出立してお出でにな

　るべく／お願い申し上げます。］我らを始めベグたち，カシュガルの人民，金ての弟子，帰依者たち

　は，世界を飾るご尊顔を拝する纂を切望し，鶴首致しおります。もし神が望み給うならば。（ll）我

　らはまた粗紙，参賛大臣と商議致します。八月［躍ち3ジュマーディー・アル・アッワル月の十三日

　は（12）大ハーンがご誕生になった偉大にして幸有るBでございます。大ハーンに服従する全ての方

　面の王，公，艮勒，貝子，貴人たちが集合致します。この臼に治下のおみ足がカシュガルに到着され

　たという書簡が（13）大ハーンのもと1こ細きますならば，四十年この方窮乏の内を彷徳っていたサム

　サク・ホージャが我を頼って来たぞとて，全ての貴人たちを呼び集めて御披露になり，この喜びにお

　いて台下に対し天より（14）高く，地よりも厚い恩寵がなお一一騒増大するでありましょう。尚書，参

　賛大距は，「我らがサムサク・ホージャに，（15）大ハーンのかくも偉大で幸有る日に間に合うように

　やって来られよと雷って尽力した事への我らの褒賞は，（16）大ハーンがお喜びになることに対して

　［我らが〕喜ぶということである。［大ハーンは］多くの恩擁を与えられ，我らの時代における慶事は

　更に一騒喜ばしく，サムサク・ホージャが敬意と名誉を受ければ受けるだけ，（17）我らも亦益々警

　ばしい。汝は，この我らの懇篤なる善意の心中を〔記した套書簡をサムサク・ホージャ様に伝えよ。

　それを知り，喜んで準備を整え，（18）ムハンマド・ユヤーズ・アーホンドとアリー・ヤール・ベグ

　が到着し次第，疑念なく直ちに馬にてttl立して来られれば，誠に結構である」と申されました。その

　故に，聖なるお耳にお知らせ致すべくムハンマド・アホンの手を通じ書状を差し上げます。（19）大

　ハーンの第三年（一語不明）卜ij　，犠牲祭の月の十四臨

　（印影）カシュガル・ハーキム・ベギの印（？）（十満州語十漢語）。

【注測

　（1）　Samsaq　Xwajam．カシュガル・ホージャ家　AfaqiyyaのBurhan　a1－dinの一子。　その名は

　「大蒜」の意でSarimsaqとも。父がバダフシャーンで殺害された後，コーカンド方面に流寓してい

　たQ

　　CO　Sabnam．．．頭書に並べて二度繰り返して書かれているこの句の後半は破損している。　Samsaq

　に対する言辞であろう。

　（2）玉skandar　Beg．高く雍正年間から濾朝に帰服したトゥルファンのAmin　Xwalaの第五子。乾隆

　44／1779郊，長兄のSulaymanが郡王の爵を削られたのに伴って札薩克多羅郡王を襲い，隅53／

　1788庫船月｛こカシュガルの三品阿奇詞伯克に補任された。（王公表伝　艦111，21　b一　22　b）

　（5）腿ug　Xan．清朝皇帯を指す。この場合は嘉慶帝。この語が出現するときは必ず改行し，他の平

　出の行よりこの語の分だけ右に欝って書き出されている。この書式は明らかに台頭の形式をアラビア

　文字の文書に移したものである。

　　allha　amban．＜manchu．　aliha　amban．尚書（五体，1200）。伊黎将軍を指すと思われる。嘉慶

　3隼当時，保温が在任Q

　　xaba　amban．＜manchu．　hebei　amban．参賛大臣（五体，1212）。当時のカシュガル血忌大田は

　長麟。
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　　Narbata　Beg．コーカンドの支配者。1770－1799年の間統治。　Samsaqの身柄の勾留と引き渡しの

　問題を巡って，清朝と外交的駆け引きを展開した。

　（8）Sahr－i　sabz．ブハラとu一カンドの聞にあって，小なりと雛も独立を課っていたオアシス都市。

　Samsaqの舅はこの地の人と伝えられる。従って，この地にいる§iddlq　BegとはSamsaqの縁者で

　ある可能性が考えられる。清朝側で，Samsaqに投降を最終的に翻意させたと伝えられる彼の義兄の

　名であろうか。

　（IO）murid　muxli＄ltir．　muridは正式に師弟の礼bay‘aを取って弟子となった者，　muxli§はそれ以

　外の一般の帰依者。正しくは二語の間に接続詞血がなければならない。

　（ll）sel〈izinji　jumadi　al－awwal　ay顯ng　on痕6．嘉慶3葎8月13環は，ヒジュラ暦1213年rabi　a1－

　axir月ll臼（西贋1798／9／22）に当たる。

　（19）Uug　Xan類ng　e6Unji　y損．．．‘ld－i　qurbδnは舞1一添ijjaの別名。西歴1798／5／30。嘉慶3年

　は戌午であり，酉ではない。東トルキスタンにおける十二支紀年の混舌Lについては，Hamada　1992

　を参照。

　（印影）アラブ文字，満州文字，漢字の三体が刻された幽角い関防印である。

【解説】

　　この文書の由来については幾つかの考究すべき問題がある。そもそも，Samsaqに宛てられた書

　簡が何故北京に現存するのか。「捜獲」されたことは付箋の記事からして確かであるが，それは何時

　の時点のことなのか。一量はSarnsaqの手に渡ったのか，或いは伝送の途申で清朝官憲に捜獲され

　たのか。更に奇妙なことにこの書簡には明確な日付があるにも拘わらず，Newby氏がこの書簡の送

　付を嘉慶10年のこととしているのは何故か。問題を解く鍵のひとつは，この文書が同じく捜獲され

　た文書llと一緒に，カシュガル参賛大臣鉄保等の嘉慶16奪の奏摺に添付されているという事実であ

　る。以下に回るように，文書HはSamsaqの長子M頭ammad　Yasufによって派遣されたMulla

　＄9fiが携帯していた，カシュガルの住民に服従を勧めるとともに，　Mulla＄Ufiの身元を羅明する文

　書であるが，文書王も彼がまさしくSamsaqの息子の使臣であることを証明するために携行してい

　たものかとも推察される。この文書が破損しているうえ何カ所かに落書きに類する書き込みがあるこ

　とも，これが認められた直後に清朝官憲の手に入ったのではないことを暗示するものといえよう。い

　ずれにせよ，1797奪にSams3qが使雛を派遣して投降の意志があることを清朝側に伝えてから，交

　渉は一端中断し8黛後に改めてこの書簡が送られたというNewby氏の説明は誤解に基づくものであ

　り，事実は，文書の内容と磁付から明らかなように，薩ちに投降を実現するための提案が清朝側から

　なされていたのである。思うに，Newby氏が冤た漢訳文書には瞬付の訳が兇えぬのであろう。

ll嘉慶16年8月13　EII鉄三等8051－16

二二三二三三携帯玉二三原書。漢訳あり。
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【転写】

　（　i　）　｝：lad［rat］　．．．　sallamahu’llahu　ta‘ala　（ii）　Eladrat－i　liVlui．iammad　Ythsuf　Xw［aja］

　（　1　）　Vikr－i　nisb［at－i］　srtri　E．la〈lrat－i　（　2　）　qibla－i　‘arifan　ka‘ba－i　‘a一　（　3　）　giqan　nutr－i　dida－i　xwa－

　jagan．　Iladrat－i　Sayyid　Burhan　al－dln　ibn－i　（4）　lfadrat－i　Xwaja　A4mad　ibn－i　ifadrat－i

　Xwaja　Yabya　Xwajam　ibn－i　E［adrat一’i　（5）　Xwaja　Hidayat　Allah　Xwajam　ibn－i　Uadrat－i

　Xwaja　Mubammad　YUsuf　（6）　Xwajam　ibn－i　ifadrat－i　Mubammad　lmln　Xwajam　ibn－i

　Eadrat－1　（7）　Maxdam－i　A‘zarn．　Mahdi　al－axir　al－zam5n　Xwajam．　Sayyid　Ql’11’6　Burhan

　（　8　）　al－din　Xwajam．　｝fladraFi　Sayyid　Xwaja　Jahangir　Xwajam．　lfladrat－i　（　9　）　Sayyid　Xwaja

　Baha’u　1－din　Xwajain．　｝fladrat－i　Sayyid　Xwaja　Ahmad　Xwajam．（10）　Pikr－i　nisbat－i　gajariy－

　ya　iltifatl’miznf／〈6rUp　Kaggarda一　（11）　ql’　ulug　ugaq　hamma－i　murld　muxlislarim　biz12rga

　（12）　xiqmat　bar　ja　keltersiltir　biz｝tir　du‘a－yi　（13）　xayr　qi’lurml’z．　）vlaxfl　qalrnagaylar　in一

　話a，al互ah＿　　（班）　 Mu1豆a　＄Uf玉ni　ibard負一　 （iv）　 1（　bar　ja．

　（Seal　impression．　illegible）

翻訳】

　（i）神は彼を守り給え。（ti）ムハンマド・ユースフ・ホージャム狙下

　（1－5）神智者たちのキブラ，神を愛する者たちのカアバ，ホージャたちの眼の光たる挽下の血統。

　サイイド・ブルハーン・アル・ディーン獅下£その父］（6）ホージャ・アフマド獲i下〔その父匪

　ホージャ・ヤフヤー・ホージャム挽下［その父］（7）ホージャ・ヒダーヤト・アッラー・ホージャ

　ム田下［その父3ホージャ・ムハンマド・ユースフ・（8）ホージャム挽下〔その父］ムハンマド・

　イーミーン・ホージャム却下［その父］（9）マフドゥーミ・アーザム。最終の時の救世主たるホー

　ジャムQサイイド・キリチ・ブルハーーン・（10）アル・ディーン・ホージャム。サイイド・ホー

　ジャ・ジャハーンギール。ホージャム貌下Q（11）サイイド・ホージャ・バハー・ウル・ディーン・

　ホージャム挽下。サイイド・ホージャ・アフマド・ホージャム狽下。（12）我らが系譜の［示す神の］

　恩離を見て，カシュガル飯在の大小全ての我らの弟子，帰依者たちは，我らへの奉公を実行せよ。我

　らは善き祈蒋を行わん。神が望み給うならば。知られざることなかれ。（iv）我らムッラー・スー

　フィーを遣わし（v）たQ

　（印影。解読不能）

【注釈】

　（i）一（iv）文書の右上と左下を斜線で区切った欄。

　（3）Nisbat－i　sari．霊的系譜nisbatri　ma‘nawiに対し血統を雷う。道統が山畠統によって伝えられ

　るとする観念が確立した17世紀以降の中央アジアでは，nisbaレi樋ri　wa　ma‘nawiという言い方が

　頻出する。

　（9）Sayyid　Q1116　Burhan　al－dln．カシュガル・ホージャ家に関する複数の聖者伝において，聖者

　Burhan　al－din　Ql’116はこの家系の先祖とされており，　Samsaqの父のBurhan　al－dlnの名にもQ亙騰

　というエピテットが冠せられる場合がある。この聖者については，濱田2006：40－41，注27を参照。
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【解説】

　Mu海mmad　YUsufの名によって認められたこの文書の前半が，　Samsaqの父Burhan　aレdinから

　MaxdCm－i　a‘qamに遡るAfaqiyyaの系譜であることは一目瞭然である。　しかし，　Mahdl　al－axir

　al－zaman　Xwajam．以降は単に五人の入名が羅列されているだけであり，就中samsaqの名が見え

　ぬ点は聯か不審である。ところで，堀氏が抄写されたこの文書の漢訳8051－17では，中聞に

　Samsaqの名が補われ，　Mahdlは？vEubammad　Yitsufの称号，人名の内環人はSamsaqの子，一人

　は孫と明記されている。原文は以下の遍り。

　　　　謹將捜獲毛拉素皮摘帯玉素普原書一封篠阿渾等課出恭豊。御覧。

　　　　接纏嗣子之霊，此．二神尊貴就如上天墨檀，照和率的眼晴珠一様。〔中略〕逗陰托木愛雑木。薩木

　　　　薩克之長子遙陰莫特玉三布和車木。號稔遭第愛恰爾雑灘。次子色依特墨（？）里齊布嘲曙敦和東

　　　　木。三子色依特和車張格爾和車木。鴎子和車巴恰瓦底三和車木。孫子色依特和卓愛恰莫特和卓木。

　　　　將此送與我椚飯有在喀什噛爾之大小駅阿克塔冶里克人等，作為家譜。三等見此書，若與我醐施拾，

　　　　我替侮闇救蕾上天與祢等救福，不可忘了。將毛拉素皮差派前往詑。

　この文書を訳出したアホンたちは，恐らくSamsaqの家族構成について詳しい情報を持っていたの

　であろう。いずれにせよ，彼の息子の数は三人というのが通説であり，四人というのは管晃の及ぶ限

　りではここのみに見える情報である。

m　道光17年9月5田（8月1日）変縞　8072－47，Newby　2eO5：206

　　　浩箪伯克逸買底璽原稟

【転写】

　（1）19bagqargan　xaba　anbanlarga　s6z§o正一ki騰aレ章amd　li－1励wa’1－minna　tangri　wa　ta‘ala

　（2）　lcaram－i　bila－nihayasl’　birlti　dat－i　xujasta－sifatl’mlz　sallm　al一‘adalik　jameddasl’da　（3）　bar

　qarar　bolup　narx　arzan　wa　ri‘aya　itsayiS　mihadi’da　du‘a－yi　dawlatga　maggal　bolup　amin

　degaylar．　（4）　Bu　gukrana　bi｝a　qalam．　Wa　atrafl　lpirasat　bizga　lazim　Uetln　Sayl’qol－banga

　fuqara　wa　badiyya－nigln　pasbanllq　Ue“n　（　5）　neea　‘adad　kigi　ilgar　qoyup　ed“k．　Ol　Euqaralar－

　1’ml’z　i6idin　Quleaq　degan　battal　nabikar　ne6a　［．　．　．］　wa　（　6　）　na－gayast　［sic．　〈na－gayasta］　iSni

　ptsa　tiylap　iki　mamlakatnffag　qllmaq　U6Un　qoygan　ilgarlmizdi’n　iki　yUz　（　7　）　at　ogurlap　all’p

　dur．　Ani’ng　arqasl’dl’n　at　wa　i’laglnk’　ist5p　bargan　xidmatkar一　（8）　larl’mi’znl’　ql’rq　ellig　kigini

　mal｛ar　a　firib　birla　tutup　61tUrdi　dep　anlq’mubarak　safn‘ibizga　yetktin　（　9　）　zaman　xi4mat｝car－

　i　darbar－i　falak－madar　beglar　begini　ainr　ql’lduq．　Xidmatkar－i　madkar　farrnan－i　‘alimiz　bila

　ig　tutup　（IO）　ol　ogri’nl　siyasat　martabasl’ga　yetkUrUp　wa　yenti　har　yandag　bi－adabnl　‘ibrat

　almagl’　“6Un　qaraal一　（11）　dl’n　tagqar　yani’p　keldi．　Wa　imdi　Qu16aqnl’　qarl’ndag　wa　urgl’　bolsa

　6z　jayiga　61’qi’p　oltursun，　（12）　gunahldl’n　6ttUk．　Wa　asayisi－i　xalq－i　ailah　wa　tujjar　wa　6erUk

　maqsad　wa　mudda‘a　bolsa　xidmatkar｝arga　amr　（13）　bolur－kim　qaratldl’n　iegargti　daxl　wa　ta
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　‘arrud　yetkifzmasUn．　Wa　tagqarl’　bolsa　o　yandaki　（14）　xalq　andlga　ql’lmaq　nihayat　lazim　wa

　alzam　dur．　Wa　Baein　Xanl’　birla　bizning　aramizda　agnali’q　（15）　bar　qarar　wa　ustwar　dur．

　Hi6　tagxNTig　wa　gubari’　xatir　yoq　tur．　Bu　ortada　amanl　wa　asayig　fuqara　（16）　wa　uSaq　xalq

　man￥ar　dur．　Wa　yena　si12r　jawab　tilap　xatt　yazlp　yibargan　madmttn　tt6ifn　jawab　（17）　yazl’p

　yibardUl〈．　Qalgan　til　s6zni　xa＃　ketUrap　bargan　aqsaqal　aytsa　inanmaq　kerak，　1253．

　（Seal　impression．　illegible）

【番羽訳】

　（1）事を管轄する参賛大臣への書藥は以下の如し。賛美と加護は神のものである。至高の神の（2）

　無窮の恩寵によりて，天性の幸運の主たる我らは身体壮健の大道に（3）屹立し，物価低廉，臣民安

　寧の坐床において国運上昇の祈蒋に専心してアーミーンを唱えんとするものである。（4）この謝懸

　をもって駿拶については，欄筆［する］。さて，辺境の警護が我らに必要となったが故に，人民

　と遊牧民の警護のためにサリコルの警護に（5）若干の人数の前衛部隊を置いた。この我らの人民の

　内よりクルチャクという無法無用考が，数々の（一藷不明）と（6）不法の事をしでかし，爾圏［の

　境］を明らかにするために置いた我らが前衛部隊から二百頭の（7）の馬を盗み取った。その後ろか

　ら馬匹を捜索して琵つた我らが家来の（8）罎，五十人を偽計欺購によって捕らえ殺したと，確かに

　我が幸ある耳に届いた（9）時，天空の軸たる欝廷の家臣であるベグレルベギに我らは命じた。この

　家臣は我らが嘉貴なる勅令に依って事に処し，（10）彼の盗賊を処刑し，またあらゆる方面の無礼者

　が教訓とするよう［にした上で］鳴所（11）の外へと腰って来た。また今クルチャクの兄弟並びに一

　族がいれば，元の地に行って住まえ［と雷って3（12）我らはその塁を許した。また神の民，商人，

　軍隊（？）の安寧は［統治の］目的，原臨であるから，［人民を3（13）哨所の内へ進入させてはなら

　ぬと家臣たちに命じた。噛所の外であれば，その方面の（14）人民を車参念ずることは，餓らにとつ

　て］必須喫緊［の事柄］である。北京のハーンと我らの間の友謹は（15）確圃たるものであり，諏

　方において3動揺，惑乱は皆無であり，この間にあって安全と安寧は人民，（16）小民の感得すると

　ころである。また汝らが濾答を求めて書簡を書いて寄越したがゆえに，回答を（17）書いて我らは送

　付した。その余の書葉は書簡をもたらすアクサカルの雷を信じるべし。1253。

　（印影。読解不能）

【注釈】

　（4）Bu　Sukrana　bi至a　qalam．　qalam　qoyduqもしくはqa正am　qoyuld1の動詞が省略されていると

　考えられる。

　（　5　）　ilgar．　“ein　Uberfall　auf　den　Feind　（meist　auf　eine　Stadt）　mit　berittenen　Elitetruppen’　［Doe－

　rfer　：　Abschn．　70］　；　‘qo’shinning　oldingi　qismi，　avangardi’　［Ma’rufov　：　1　一324］．

　　Qu16aq．サリコルのbakim　beg．この文書に見えるように，コーカンドは彼を慶らの距下であると

　主張して，サリコルの領有’権を主張する清朝と争っていた。

　（9）beglar　begi．コーカンドの最高官位であるming－ba獣の雷い換えであると思われ，当時この地

　位にあったLaSkar　QuSbegi（これも通称であって本名は不明）を指す。
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　（10）qarait1．‘Sptihtrupp，　beritene　Patrouille’［Doerfer：Abschn．276］．しかし，噛戒部隊の駐屯

　基地もまたこの名で呼ばれ，当該の時代では，ほぼ排勉的に清朝の設置した衛所karunを回す。

　（12）6erak．ごerikの転註か◎

　（17）1253．西暦1837／道光17年

【解説】

　　これは，前年に発生したコーカンド軍のサルコルへの侵入とクルチャクの殺害について釈明する

　ために，Muhammad‘A！l　Xanから送られた書簡である。13一玉4行に当たる漢訳をNewby氏は，

　Our　people　will　not　be　allowed　to　venture　within　the　harun　and　make　trouble　in　that　area

　again　and　as　for　those　outside　the　karun　we　can　control　them　ourselvesと訳しているが，厳密

　に言えば下線の部分は原文書には存在しない。この書簡が全体として融和的な調子で貫かれているこ

　とは，Newby氏の指摘の通りであるが，下線部はそれを一懸強調するものである。いずれにせよサ

　ルコルはkarunの外に位置するから，　Mu胎mmad‘Aliは暗にその領脅権を主張していると解釈す

　ることが妥当である。

W　道光22年7月22日　図名額　8072－29，Newby　2005：211

　　布鳴爾伯克塁遍原稟恭呈。御覧。漢訳あり。

【転写】

　（1）　Huwa　’1－bayy

　（2）　Yurt　tutup　jaml‘一i　fuqaralarnl　asayig　bila　（3）　ig　tuta　durgan　xabti　anbanlarga

　（4）　andag　ma‘IUm　wa　maghar　bolgay　kim　li－llahi　’1－bamd　wa　’1－minna　awliya．　LaSkari

　qahira－i　nusrat　（　5　）　aln　bi－mahd－i　imdad－inadrat－i　rabbi　’1一‘alamin　wa　i’anat－i　gar‘一i　mubin

　：g－i　（6）　siyasat　6ekip　qahraman－i　millat　etip　sulx－i　rabi‘　a｝一awwal　（7）　ayk’　bars　yl’ll’

　6aharganba　k“ni　maraalik－i　Q6qandga　nuz“H　iP61　arzanli’q　（8）　2yladUk．　Bu　gibi　fatb　“

　nu＄ratnlng　i‘lam　a　ixbark’　ifeUn　mu‘tamad－i　（　9　）　dargah－i　‘alam　panahimiz　lbrahlm　Beg　miri

　axgr　wa　Pa6a　Xwaja　nikattl　janibga　（10）　irsal　qllduk．　Qa｝gan　til　s6zini　sidq　wa　rast　bilmaq

　l〈erak．　1258

【翻訳】

　（1）彼は永世者なり。

　（2）ユルトを管轄し，全ての人民を安楽もて（3）管理する参賛大臣に。

　（4）かくの如く知られかし。賛美と聖者方の加護は神のものである。常勝不敗の軍勢は，（5）万有

　の主たる御方の天佑と明磁なる聖法の慰寵によりて，成敗の剣を（6）抜き放ち，教えの威勢を顕示

　して，ラビー・アル・アッワル（7）月の末日，虎の庫，水曜珊，コーカンドの地方に堂々の到着を

　易々と（8）行った。かかる勝利戦勝の報知のために，（9）我らは，世界の避難所たる我らが宮廷

　の忠臣，主馬の頭イブラーヒム・ベグと追敵軍指令パーチャー・ホージャをその方へ（io）派遣した。
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　　その外の［使節の］需を翼正真実であると知るべし。1258

【注釈）

　　（6）sulx－i　rabi‘a1－awwal．．、1842／5／11．トラ駕は中国の紀黛と合致する。

　　（　9　）　nlkaUl．　‘Verfolgungskommando’　［Doerfer　：　Abschn．　392］．

【解説】

　　　　この文書は，ブハラのアミールNa＄r　Allahからのコーカンドを攻陥したことを通告する書状であ

　　る。その漢訳である8072－28では，4－6行の内容は「我網托上天的福，三二典上的弓，｛丈兵的無

　　力」と訳され，原文の堂々たる口吻は無視されている。数ヶ月後，遊牧部族の支持を得た§ir　‘Aliは

　　ブハラ軍を駆逐してコーカンドの支配を恢復した。

V　道光24年10月29日 二二　8073－13，Newby　2005：213

　　　　三軍二三胡達三二三遍柏二二稟二三呈。御．覧。

【転写）

　　（i）　Qibla－gahl’m　（it）　nuwwira　marqaduhu

　　（　1　）　‘Usrat－klgli’q　xayriyyat－andigll’q　Kaggar　yurtlnlng　tosqani’　（？）　anban

　　（2）　Zuhar　al－din　Beg　Tab，　farman－i　jahan－ara－yi　‘ali－mizdin　umldwar　（3）　wa　sar－afraz

　　bolup　anglasun－kim　i＄dar－i　bukm－i　jahan－muta‘一i　wajib　aHttiba‘一i　‘ali－hadrat－i　qudsi　bilip

　　Urdth－yi　manzilat－i　（4）　zill　AIIahi，　lahu　tarnami　xubUr　gayr　ma‘dud，　dar　al－xilafa－i　Xwa－

　　qandni　rikab－i　nusrat－manab－i　‘alimizga　sall’p　‘inan－i　4afar－niganl’ml’znl’　（5）　firqa－i　‘adw－i

　　fitna－ju一　sarl　ma＄rthf　etip　neea　manzil　maral．iil　kezip　Sogdlar　orasiga　bari’p　＄afa　rastll’q　maslUb

　　（　6　）　urug　wa　sawag　muharaba　wa　purxag　yeriga　yetti　kim　kUni　dam－i　tlg　sadd－i　rlgdin　6tUp

　　asir　wa　dastglr　bolup　［．　．　．］　al－sayf　（　7　）　aman　tilap　ribqa－i　ita‘at　wa　quleuluqga　kirip　asliha

　　wa　yaraq　at　wa　anjam－i　la　yu‘addu　wa　la　yuh＄a　mabmal　mubarizltiri　（　8　）　razm－azrr｝a　bolup

　　muraja‘at　qilur　6agda　sa頗‘a－farsa　boldトkim　bir　ne6ti草aram－zada　arbab－i　xannas（9）wa

　　payrawlarl’　yuwaswisu　fl　sudUri　’n－nas　tuz　na－Sinas　‘Allrn　Xan　ogll’　Murad　Xanni’ng　gahmX

　　adamsl’z　（10）　taplp　1〈irgUzUp　taxtga　otquzup　bactrat－i　qill　Allahlni　Sahid　ql’lup　durlar．

　　Anlng　UeUn　inna　li’llahi　wa　inna　ilayhi　raji‘ana．　Wa　［．．．］　（11）　tawaqquf－i　da－rang　etmay

　　gadblanup　samand－i　x6g－xiram－i　jahan－paymaga　rakib　bolup　quSl’nl’　tayyar　xanjar－gu¢arni’

　　（12）　jl’lawga　sall’p　barq－asa　az　ayyamda　yetip　ke｝ip　bar　jumlada　dar　al－xilafa－i　Xwaqand　nik

　　［sic．〈ning］　zir　g　zabar　maftab　（13）　wa　musaxxar　etip　rnacikUr　bolgan　Murad　Xannlng　ol

　　namal〈一baramlarla　baS　lgesip　altun　taxt－i　mawratga　（14）　ustwar　wa　bar　qarar　boldum．　Biz

　　xalqnl’　Laluwwl耳aqq　Qulldln　song　rnuqarrar　bolgan　su顯［sic．く＄ul現wa　mu‘ahida　kim

　　‘ibarat　（15）　t6rt　mudda‘adl’ndur　muqim　dep　ta‘ziyyat　wa　tahiniyat　i‘laml’ga　xayr－xwah　Xa｝

　　Mul）amynad　dadxwah　wa　‘lsa　mir－axUrnl　buyurdlm．　1260．
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　（Sea｝impression）Sayyid　Xudayar　Bi　bn－i　SがAli　Xan．　M晦ammad　Pay塞ambar（？）1260

【翻訳】

　（i）我がキブラの場　（it）彼の墓が照らされかし。

　（1）［A民に］避難所を供給し，福利に配慮するカシ”ガルのユルトの支配者（？）たる大臣［と］

　（2）ズフール・アル・ディーン・ベグ台吉は，我らの気高く世界を荘厳する勅書によりて四望を抱

　き（3）栄誉に与りつつ，以下の如くに知るべし。豊にして高貴なる陛下の，恭顯を必須とし盤界が

　服従する命令の換発を知り，（4）神の影なるお方　　　彼について知らせるべきことは数知れぬ

　一の宮殿，カリフ権の館コーカンドを我らが崇高なるヲミ佑を：享けたる轡に置き　（：：コーカンドを

　発って），我らが常勝の手綱を（5）反乱煽動者たる敵の一群の方へと向け，何Elか旅宿を璽ねてソ

　グドラル・オラスィに至って，容赦なく（？）（6）戦いの場に壼つた。その日，剣の切っ先は苦痛

　の防御を貫通し，［敵は］捕総となり……（7）命乞いして服従の羅絆εに繋がれて］奴隷身分とな

　り，無数無量の武貝，馬匹を歯獲し，勇士たちは（8）戦功を挙げて帰還しようとした時，耳に届い

　たことには，筥中の若干の生まれ卑しき邪悪な有力者たち（9）とその追従者たちは人の胸中に悪意

　を吹き込み，塩ゆ恩］を無視し，アーリム・ハーンの息子ムラード・ハーンを，城に人なきを

　（1e）晃計らって引き入れて玉座に坐せしめ，神の影たる陛下を殉教させたとのことであった。それ

　故に，r誠に我らは神のもの。彼の御許に帰り行く。」（11）あれこれ躇躇せず震怒して，世界を一跨

　ぎにする快速の駿馬に騎乗し，軍勢を整え，剣を（12）先立てて稲妻の如くに日ならずして至り来て，

　一挙してカリフ権の館コーカンドを上下転倒させ，占領（13）包囲して，上述のムラ・一ド・ハーンを

　かの塩の汚れである者どもとともに斬首して，父祖伝来の黄金の玉座に（14）我は確乎として坐した。

　我らが民の偉人ハック・クリ以来定められた四項薩より構成される和約と条約は（15）依然有効であ

　るという［逓告とともに，我が父の］哀悼と俄が躍位の］祝賀の報知のために，近距バール・ムハ

　ンマド・ダードハーとイーサー・ミーラフールを遣わした◎1260

　（印影）サイイド・フダーヤール・ピー・ブニ・シール・アリー・ハーン；預雷癒（？）ムハンマド。

　1260

【注釈】

　（1）Ka鎗ar　yurt1n1ng　tosqani　anban．この行の後半の殆どの文字には点が打たれておらず，　tos－

　qan1は仮の解読である。道光11／1831庫，参三大臣の駐箭地はカシュガルからヤルカンドに変更さ

　れたが，コーカンド側は一貫して「カシ”ガル地方の大臣」の名称を用いていた。

　（2）Zuhar　al－din　Beg　Taji．トゥルファンのAmln　Xwaja家の出身。　Jahangirの侵入平定後，カ

　シュガルの願ki膿begに任じられ，長期にわたってコーカンドとの交渉を担当した［F互etcher　l978

　b：　372－373；｝賓E羅　1993：　130］．

　（4）liH　AIIahi．　gill　Allahi　fl　I－ardの略。「地上に映る神の影」。ここでは，　Xudayarの父Sir‘Ali

　Xan（在位：王842－1844）を雷う。

　（5）firqa－i‘adw－i　fitna－jα．　Newby氏の訳では，　some　bad　Qirghiz　who　were　our　enemyと見

　え，漢訳にはキルギズを意味する布魯特の語があるらしい。
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　　Sogdlar　oras1．　oraは穀物貯蔵用の縦坑。ここでSogdと読んだ語は，　Mgdである可能性も否定で

　きない。

　（9）yuwaswisu　fi§udOri’n－nas．『クルアーン譲114章5節Q

　　tuz　na－5inas．「塩の義務」を知らぬ者，即ち忘愚者。「塩の義務」については，濱田1993：135　一

　138．

　　LAIim　Xan．　Narbαtaの子。在位1799－1811年。

　　Murad　Xan．　Xudayarは，　この纂二者をxanと呼んでいるが，　Newby氏によれば漢訳では，

　‘Alim　Beg，　Murad　Begとハーンがベグに替えられている。清朝は一貫して，コーカンドの支配者が

　ハーン号を称することを承認しなかった。

　（10）otquzup．　OtkCiztipの前二二が後母音に交代した形であると考えられる。当時既に実際の発畜

　上では，前母音と後純音の区別が失われていたことが窺われる。

　　inna　lillahi　wa　inna　ilayhi　rali‘負na湿クルアーン』2章156節。

　（14）耳aqq　Qull．　v一門ンドのming－ba§1．　Muhammad　’All　Xan（在位1822一玉842）の義兄弟（も

　しくは乳兄弟）であり，長期にわたってハーンの右腕として働いたが，1832年にハーンにより処刑

　された。

　（印影）Xudayar　Bl．　xan号を刻した印章の製作が間に合わなかったらしく，即位以前に用いられて

　いた印章が揮捺されたものと思われる。

【解説】

　この文書はSir‘AIIの二三とXudayarの即龍を通報する正式の国書であり，それに相硲しく『クル

　アーン』の引用を交えたinsa体で認められている。「ハック・クリ以来定められた云々」以下の文は，

　Newby氏の英訳には見えず，恐らく漢訳文書で既に省かれているのであろう。ここに霊う「四項囲

　から構成される和約」とは，1832奪にコーカンドがAhmad　Bay，　Dakar　Bayの二人の使節を派遣

　して要求した，Jahanglrの侵入に連座して流illlに処せられたカシュガルの住民の赦免と帰還の承認，

　没収された彼らの土地，家屋，二葉の返還，新彊へ入乱する外国入に対する支配権の承認，コーカン

　ドの使節とともに新彊に赴く商人に対する徴税権の承認を指す［播志平・蒋莉莉1988］。溜，鵜爾氏

　が紹介した原文書に依れば，第三，四項の原文は，qaraalning　taき1din　kirgan　xalq　adamilarning

　fuqaralikini　ileilar　bilan　kelgan　1｛arvanlarnlng　baj’inl　bersangizlarであるが，清朝側はこの「哨

　所の外部から噺彊に］入った人々の臣民としての地位」すなわち彼らに対する支配権を要求する第

　三項を，アクサカルの設置要求であると理解して四項全てを諮諾した。この許諾は三三将軍長齢の書

　簡によってコーカンドに伝えられたもので，もとより天朝の立場からすればコーカンドを対等の縮手

　として承認した上での和約ではあり得ない。しかし，コーカンドでは，それは紛う方なく§u毒，

　muwabidaとして了解されていたことは，この高高から明らかである。「ハック・クリ以来云々」の

　文章を翻訳し得なかった所以は，双方におけるこの条約の葎否についての見解の齪齢に存すると思わ

　れる。当然ながら原文書末尾の紀隼も漢訳されておらず，Newby氏は‘The　actual　correspondence

　between　K：hoqand　and　Altishahr　which　relates　to　these　events　is　undated’と述べた上で，この
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文書が添付された三三の奏摺の日付によって，Xudayarの即位を，通説の1845年ではなく1844年

に確定できるとしているが，原文書にヒジ＝ラ暦1260／西暦1844の紀年がある以上，蛮経の奏摺の

B付云々は余計な議論であった。

VI道光24年IO月29日 変経　8073－20，Newby　2005：222

　　　浩軍明巴什木鼠満山二二避縮爾二字山留恭呈。御覧。漢訳あり。

【転写】

　　（1）　Sekiz　gahrnl’　yosunlay　durgan　xtiba　anban

　　（2）　lmarat－panahli’q　iyalat－dastgahllq　xayriyyat－klg　‘aqibat－andlsi　rif‘at　a　manzilat－qarin

　　‘izzat　U　hukttmat－ayln　muwaddat　ut　muruwwat－agahnl’ng　（　3　）　gukrl’　ta‘a｝a　＄ibhat　a　salarnat　iad－

　　dasl’da　bar　qarar　tutgay．　Songra　s6z　bol－kim　yibargan　ikXiglaringiz　agraf　awqat　wa　as‘ad

　　（4）　sa‘atda　tisanlik　xattlnl’　all’p　kelip　yetkUzdL　Sizlarning　tisanHklaringni　wa　yurt　tlnjllql’

　　wa　muslimanlarnl’ng　（5）　asayig　wa　aramigltirin　igitip　xursand　a　xOS－waqt　bolduq．　Wa　ol

　　xattda　yazl’lgan　ikan　kim　ba‘dl　aga6alarnl’ng　xitay　（6）　allp　il｛an．　A｝ardin　ajratl’p　wa　algan

　　xitaylarnl’　wa　alarga　yetkan　aga6alarni’　giddatlik　’adab　ql’ldi’m．　（　7　）　Wa　men　ba‘d　bol　yurtda

　　aga6aga　xitay　qollnl’　yetmay－durgan　qlllp　tanbih　wa　ta‘zlr　ballg　berifr　men　dep　delip　ikan，

　　rnunga　ham　k6p　（8）　xursand　bolduq．　Cira　kim　dln　wa　aylm－usUmk’da　wa　xitaynl’　yosunl’da

　　ham　mundaq　iSltir　yoqdur．　Wa　har　giz　mundaq　（　9　）　igiar　yurt－d6rllq　yoll’din　bolmasa　kerak．

　　Wa　yen5　ol　xatgda　tahrir　aytilip　ikan　kim　qaraa｝ning　i6ida｝〈i　（IO）　kagmirlik　wa　badaxgilik

　　wa　ql’rglz　wa　qlp6aq　zal〈ati’　wa　yena　qaraalnl’ng　i6idaki　musafirlarning　targan　yerlarini　（ll）

　　‘u醐xaniyyaga励i‘wa　sizlar奮a　tabi‘emtis　delip　dur．　Wa姻a　nigah（？）k6p　xalqlar　bila

　　dur　kirn　qadimdin　xaqannl’　（12）　buyrugl　birlan　bu　dikr　tapl’lgan　iglar　kullan　bizga　tabi‘　wa

　　Ozga　kigini　isi　yoqdur．　Uala　ham　sizlar　（13）　xab　sa‘y　wa　kUgiss　qi’1inglar　kim　IS　sipl　yerga

　　qarar　tapsun　wa　niza’ga　‘aid　bolmasun．　Mabada　kim　（14）　atraf　a　jawanibdaki　xidmat一｝carlar

　　bu　ignl　bolugl　UeUn　atrafdin　talag　ql’lsalar　bu　arada　bir　munaqaSa　（15）　payda　bolup　xaqan

　　qulagl’ga　yetip　yaxSl’　bolmas　dur．　Bu　xatt　yetip　wa　yurt　tinjliq　k6zlap　yaxgi’　jawab　beringlar．

　　Mundin　artl’q　har　qan6a　（15）　til　s6zini　i‘tirviad　agah　Aqsaqal　Dadxwahga　aytdUl〈．　Bizning　ian－

　　ibimizdin　har　nemarsti　desa　qabal　ql’ll’nglar．　Wa　aqsaqal　（16）　siz｝tirdin　igitkan　s6zini　bizlarga

　　‘ard　qi’ll’r．　Wa　yena　Tubat　yoll’nl’　zal〈at　U6Un　Sarql’taga　Muinammad　Amin　qaraal　begini

　　qoyduq．　（17）　Jumadi　al－awwal　aylnl’　on　t6rttinjisi　as‘ad　sa‘atda　Sanba　kUni　raqm　bolundl’．

　　Wadib　boigay．　1262．

【翻訳】

　　（1）セキズ・シャフルを統治する参賛大臣

　　（2）政権の拠り所，統治権の機能する所，善事の実行者，先見の明ある者，高位に達した者，栄誉
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　と権力により飾られた者，友：愛と義侠を知る者の（3）感謝を，至蕩なる神は鷲健の大道に確立され

　かし。さて用件は以下の如し。あなた方が使わした使者は最も神i聖にして最も幸いなる（4）時に，

　健勝〔であるとの近況を知らせる］書簡を持ち来たった。あなた方の健勝，ユルトの安寧，ムスリム

　たちの（5）安楽と静譲を闘き及んで，我らは満足愉悦した。その書簡に書かれていることであるが，

　「若干の女たちをヒタイ人が（6）嬰っていた。彼らを別れさせ，髪つたヒタイ人と彼らの許へ行っ

　た女たちを，私は厳しく懲罰した。（7）また私は今後このユルトにおいて，女にヒタイ人が手を出

　さぬように，監視と懲罰［を行うこと］を番明した。」と言われていること，これにも大いに（8）

　私は満足した。何故ならば，［イスラームの］宗教，宗旨の規定においてもヒタイの定めにおいても

　このような事はなく（＝認められず），このような（9）事はユルトを支配する道に決してあっては

　ならないからである。またこの書簡に記されていることには，「哨所の内側に居る（10）カシュミー

　ル人，バダフシャーン人，キルギズ，キプチャクのザカートと哨所の内側に居る寄寓者が耕す土地の

　（11）ウシュルは，ハーンの所奮に属し，あなた方には属さない」と言われている。現在多くの人々

　が知るところであるが，以前よりハーカーンの（12）下知によってこの上述のもの（罵ザカートとウ

　シュル）は全て我らに属しており，他人には関わりがない。今もまた，（13）事態がこの所に決着し

　て，かっは紛糾を引き起こさぬように，あなた方は良く努力すべきである。愁もなくんば1：不幸に

　して（14）辺境に居る［我が］家距たちがこの件の実現のために辺境から［そちらに行って税を］取

　る事態になれば，紛争が（15）発生し，［それが〕ハーカーンの耳に入れば，良くないであろう。こ

　の書簡が至れば，ユルトの静説に鑑みて，農い園答を与えよ。この他の全ての（16）言葉は信頼する

　アクサカル・ダードハーに密げてある。彼の雷うことは金て我らの方からの雷葉であると了解せよ。

　またアクサカルは，（17）あなた方から聞いた言葉を我らに上申するであろう。またチベット道のザ

　カート［の徴収3のために，我らはサルクタにムハンマド・アミーン・カラウルベギを置いた。（18）

　ジュマーディー・アル・アッワル月十四日土曜βトリ年，最も幸ある時刻に，土曜醐に記された。明

　白であれかし。1262

【注釈】

　（1）sekiz　Sahr．漢語「南路八城」に対応するテユルク語。

　（10）xaniyya．　xanを語根としてアラビア語風に作られた名詞。「ハーンの所有」もしくは「窟奮」

　を意味する。

　（15）　dadxwah．　“Buxoro　xonligida　adolat　istovchilardan　amir　nomiga　ariza　qabul　qiluvchi　lav－

　ozimli　kishi”［Ma’rufov　1981：王一231］．文書に言うaqsaqal　dadxwahは，この書簡を携行した，

　1844年から48年号でコーカンドのアクサカルであったNi‘mat　Janのことである。

　（16）Tubllt　yoll．サリコル以遠のラダク方面との交通路を振すか。　Sarq1taという地点も未詳。以下

　に見るように漢訳では色列克雅爾くSar亙qyarとなっている。

　（17）Jumadi　aレawwa1．．．1846／5／10．この年道光26年は丙午年であり，酉ではない。カシュガル

　の十二支に依ったのであろう。
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【解説】

　　表記のように堀氏の覚え書きでは，この文書は道光24年の変経の三二に添付されていると記され

　ているが，文書の紀奪1262は西暦1846／道光26年であって，24年とは合わない。三二館における

　整理の際の混入であろうか。他の文書にも時に見受けられるが，この文書では所有格は一貫してni／

　頂で表されている。

　　付箋の記事によれば，この文書の差出人は，コーカンドのming－ba獣，　Musulman　Qul’1である。

　彼は，幼少のXudayarをハーンに即位させ，1846年にはXudayarの兄Sarimsaqを毒殺するとと

　もに，娘をハーンに嫁入らせて，コーカンドの実権を掌握した。この文書の後半は，文書Vにおい

　てコーカンド側が確認を求めた燭項目の和約のうち，第三項の遵守が拒否されたことに対する抗議文

　であり，しかも辺境の家臣たちが実力を行使して新蝦在住のカシュミール人その他からの徴税を行う

　可能性をもって，清朝を威嚇する内容となっている。先に見たとおり，清朝の側ではこの第三項を単

　にアクサカルの設置の許可と認識していたが，コーカンドは新彊に寄寓するあらゆる人間に対する支

　配権の承認であると理解しており，それ故にこそ「以前からハーカーンの命令によって」認められて

　いるとの主張を行っているのである。この部分以下の漢訳は以下の通りである。

　　　回読，三内居住克什米爾，執達克山，布二二，三二二二，二二的二種地的二子都是大皇上所管，

　　　不是祢椚所管的。從前大山上有諭旨，素懐税都賞了我例了。個人都知道這二言有傍人的事。只

　　　求雪山（FH二恩。照二心前三下的例，辮高下裡就不畢競了。若是把租税不與三富，一ド外我椚管的

　　　人生凶事來。大二上聴二二不好了。這山事情総要思想著地方上平安，與我椚粉附著。我信服的

　　　人呼岱遮大頭喀濡濡我個回信我。又園的話，推依搏特路上色列克雅爾地方，把適買底敏放了。

　　　辛子伯莞在二一抽推依博二二來貿易人的貨税i尼。四月十四日，陳比坤二幅二子。

　　ここでも，原文書の威嚇的口吻は聯か緩和されていると言えるであろう。極めて興味深いことに，

　最後の一文角aφibegがその地に駐在して，チベット往来の貿易人の二二を徴収する」は原文書に

　はない。陳二二は9anba　kUniの音訳である。

W道光24年10月29日瓦経8073－21，Newby　2005：223

　呼二三二三提晶晶布魯特認書原字恭塁。御覧。

【転写】

　（　1　）　Aqsqal　Dadxwah　Pajjamdln

　（　2　）　Qlzl’1　tagdl’n　Toxta　Quk’，　Qadi　Qalam　Bi，　Aq　Baglg　Gah　Mubammad　Yasuf　BI　wa　Daniyal

　Bllarga　du‘a－yi　salarn　dega6　s6z　boNkirn（3）頗ng　ba鳶亙quきbeg1ning恥kmlar鶯01　ki　bala　ang－

　lasam　sizga　ta‘allUq　sizni　fuqaralarl’nglzdl’n　bir　neea　（　4　）　ql’rgi’zlar　xitaydl’n　6ang一＄i　all’p　kigan

　imiS．　Siz　barlp　6ang一＄i　kiganlarni　tabqlq　ql’ling．　Har　qay一　（5）　sl’kidin　6Ung一＄i　algan　bolsa

　qoli’ga　tapgurup　bersUn．　Agar　qoli’ga　tapgurup　beralmasa　6ttng一　（6）　＄ilarini　allp　1〈elip　sizga

　tapgursun．　Siz　bizga　ibaring．　Yoq　agar　bu　s6zltir　ma‘qUl　bolmasa　gol　（7）　6ang一＄1　kiganlar
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　munda　kelip　bizni　du‘a　ql’ll’p　yansun．　Agar　yoq　desa　gu　sababdln　kigi　barl’p　（　8　）　6apsa　bizdin

　wa　sizdin　kina　tutmasun　dep　bukm　i｝tifat　ql’ldllar．　Bizdin　igitUrmaq　sizlar一　（9）　din　angla－

　maq　dep　bergan　xaW　BadaxSlni　igiga　ham　abdan　kOngif1　qoysanglar　bo｝a　dur．　（signature）

【翻訳】

　（1）アクサカル・ダードハー・バッジャームより

　（2）キズィル・タグのトフタ・クリ，カーズィー・カラム・ピー，アク・バギシュ・ガーフのムハ

　ンマド・ユースフ・ビー，ダーニヤール・ピーたちに挨拶を述べたのち，［用件の］内容は以下の如

　くである。（3）ミン・バシ・クシュ・ベギのご命令は次の通りである。「現在聞き及ぶに，お前たち

　に隷属するお前たちの艮の内，若干の（4）キルギズたちがヒタイから丸子を得て着用しているとい

　う。お前たちは行って頂子を着用しているものを調査せよ。如何なる者（5）からであれ，鼠子を得

　た者がいるなら，［ヒタイの］手に委ねさせよ〔驚返却させよ］。もし返却出来ないならば，頂（6）

　子を持ってきてお前たちに委ねさせよ。お前たちは［それらを］我らへ送れ。しからずして，もしこ

　の命令に承伏しなければ，その（7）二子を着用した者は，ここまで来て我らに挨拶して戻れ。もし

　否というなら，その理由により人（篇軍勢）が馳せて（8）行っても，我らをもお前たち自身をも恨

　むではない。」と命令を下された。我らが雷い聞かせ，お前たちが理解するようにと与えられた書簡

　£は以上である。］バダフシャーン人のこともお前たちが良く注意をするならば，璽畳である。花蕊。

【注釈】

　（1）Aqsaqal　Dadxwah　Pajjam．文書VI（15）に見えるAqsaqal　Dadxw曲と同一人物である。

　付箋のHu－dai－da　Na－mai－tiは即ちNi‘matである。（Hu－dai～daはmanchu．　hndai－da「商業の

　頭目」であるとの説が岡田英弘によって提起されたが　〔Fietcher　1978　a：84］，　この満州語自体が

　pers．　xudadadに由来するとの撰摘もなされている［Newby　2005：65，　n．59］。いずれにせよアクサ

　カルに対する清朝側の1呼称である。）

　（2）Q1z11ta9．サリコル三二の地名であると推察されるが不詳。

　　Aq　Ba禽括Gah．　Ba鱒はキルギズの有力な部族の名であるが，この地名は不詳。

　（3）ming　ba醗q舶begi．躍ち上述のMusulman　Qu1Xのことである。

　（4）諏黛g一瞬．Newby氏は漢訳に基づいて，これをinsigniaと訳している。音韻的には随分と隔た

　りがあるようにも思われるが，頂子もしくは頂珠に由来するのではなかろうか。

【解説】

　　旧記の覚え書きではこの文書も先の文書男と同様に，道光24鐸の変経の奏摺に添付とされている

　が，検討の余地があろう。サリコル方面のキルギズの帰属を巡る争いが，清朝密憲から与えられた頂

　子の着用の問題として表面化したのである。これらのキルギズに対するMusulman　Qu1’iの指示をヤ

　ルカンド駐在のアクサカルであるNi‘mat　Janが取り次いでいる点も注邑される。
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欄　道光26年12月6H　図明額　8096－39，　Newby　2005218

　　三軍億克呈逓稟恭塁。御魔。漢訳あり。

　（1）　Oz　rasmi’　bilan　iS　baSqargan　xabR　anbanlarga

　（　2　）　s6z　boHcim　al－hamdu　li一］lah　wa’1－minna　tangri　ta‘ala　1〈aram　biia　nihaya一　（　3　）　sl’dln　kay－

　fiyat一1　abwa｝at　wa　kamranll’gml’z　nurgun　6arik　bila　musta‘idd　wa　bar　qarar　（4）　bolup

　kttndin　kUnga　farman－farmaylig　martabasi’da　muda‘af　dur．　Bu　hangamda　（5）　mubarak

　qulaglmlzga　eunan　samiLa－afraz　bold’i－kim　iki　yuttnl’　arasl’da　yUrgan　（6）　wa　ilgi　gahrnl’　abad

　wa　tl’njll’gga　sabab　a　ba‘is　bolgan　ne6ti　taifa　tujjar　wa　maynman6i　（　7　）　wa　uSaq　xalqnl’　ne6a

　‘adad　yambUlik　afyUni’nl’　ot｝〈a　kUydUrUp　pulnl’　bermay　（8）　zar　yiglati’p　bl－watan　aylamaq

　bu　tarlqa　ta‘addl　ql’lmaq　qaysirasm　｝rurt　tutmaqda　（9）　munasib　dur．　Wa　yena　ne6a　musli－

　manl’　so｝ap　boyunga　taxta　urup　ada　wa　ihanat　（IO）　baddin　tagqarl’　yetktizUp　awsa　wa　na－

　5alm　［sic．〈Ra－gayasta？］　ig15r　waqi‘　bolup－dur．　Bu　taxr16din　（ll）　namak－xar－i　darbar－i

　‘alimiz　wa　altun　bosagani’　mustaqimi　Mirza　‘lsmat　Allah　munSini　yUbardi－kim　on　birinji　tarix－

　din　buyan　qarar　bergan　‘ahd　a　payman　tiyltip　toxtatgan　（12）　igni　bozmagni’　anglap　1〈elsUn．

　Qalgan　ti｝一s6zni　bayan　bilti　inanmaq　1〈erak．

　（Seal　impression，　illegible）

【注釈】

　（1）金権を以て事を管理する参．賛大臣に

　（2）神し伝える］言葉は以下の通りである。賛美と加護は神のものである。至高の神の無限の恩寵

　（3）により，我らの清栄と幸運は大軍勢とともに整序確立（4）され，田々に勅令発布者の地位に

　あって増大しっっある。．今時，（5）幸奮る我が耳はかくの如くに聞き及んだ。即ち，［コーカンドと

　新彊の］二つのユルトの間を往来し，（6）二つの国の繁栄と安寧の原因となっている若干の商人，

　売買人（7）と弱小なる人民の，〔その価格がコ若干のヤンブーであるアヘンを焼却し対価を与えず，

　（8）［彼らを3嘆かしめ放逐したこと，かかる不正をなすことは，如何なる法命，国家統治［の規定

　に］（9）基づくのか。また若干のムスリムを拘禁しその首に枷を付けて，迫害侮辱は（10）限度を

　超え，強盗行為と不適切な（？）事態が発生した。この略奪の故に，（11）我が高舞なる密廷の随臣

　にして黄金の敷居の忠臣であるミルザー・イスマトゥッラー・ムンシーを，（12）第十一奪以来この

　方確立され，協定して定められた事柄を錆の窟憲が］破壊したという事を知らしめて来いとて，派

　遣した。この余の事柄は膜節の］弁明によりて知悉せよ。

　（印影。解読不能。）

　（6）maynman6i．　maymayeiの変形。　maymay一は売買の音訳。

　（ll）on　birinji　tarix．．．即ち道光11黛のこと。この郊以来確立されている協定とは，～年の違いは

　あるが，上述の道光12黛の「和約」を回している。以来コーカンドは一貫してその遵守を清朝に求
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　　めていることがこの26年置文書からも明らかである。

【解説】

　　　　この文書は，文書vとr吟じくXudayar　Xanの国書であるが，双方の印影は異なる。堀氏の抄写

　　によれば，その漢訳の全文は以下の通りである。

　　　　　浩軍僚血温塁参蟹大稲原禦内云，我所管的地方倶皆安静。現在我聴聞郷合什鵬爾來往貿易附言園子

　　　　　論点，許多滋雨的鴉片煙土均被嶢澱，未給分骨。又高話椚的許多人管捜伽號。称椚出汁的事忌人

　　　　　柾腹嚢腸，那飯盛上有幌。漏話手下人毛拉現品薦吐拉注高城。打聴此事情，即他壷振還有心読。

　　　　　侮伊目儘管放心。

　　堂々たる前書きが「我が支配する地域は品品翻の一言で片づけられているのは兎も角，「第十一年

　　以来の協定」の部分は完全に訳し落とされている点が注目される。

IX　道光28年8月7日（7月4日）吉明　8073　一　28

【転写】

　　（　1　）　Uadrat－i　Xwajam　PadiSahl’mnl’ng　amr－i　Sarlf－i　‘alllaridin

　　（　2　）　lsl．ia－q　Beg　bagllgl’n　Ni‘mat　Axand，　Zuhar－dan　Beg，　Mir　Qa＄lm　Beg，　‘lnayat　Beg，　lsma‘ll

　　Mlrab，　（3）　Mulla　Niyaz　sang　begi　Beg　hamma　Gulbagdaki　‘amaldar　beglarga　s6z　bu－kim

　　ayslar　wa‘da　ql’11’p　xa＃　ibarip　meni　（　4　）　Buxaradin　all’p　1〈elding｝ar．　Hala　men　kelsam　wa‘dang－

　　larga　wafa　ql’lmay　Gulbagqa　qabalk’p　all’p　61’qmaganl’nglar．　Qaydaq　（　5　）　mening　ayslarga　k6ng－

　　IUmda　hi6　yamanll’q　yoq　edi．　Hala　jaml‘i　‘ulamalar　ayslarnl’　murd　wa　kafirll’qga　fatwa　beri．p

　　（6）　bala－barqanglarnl’　yasirll’qga　bukm　qildi’lan　Hata　yena　axgarn　6zUngltir　wa‘dalarnl’　qi’ll’p

　　xatt　61’qarl’p　（7）　ikan　sizlar．　Biz　wa‘danglarnl’　baqlp　tursaq　yena　wafa　qllmay　mundag

　　iSlarni　ql’ldl’nglar．　Hala　ham　bolsa　（　8　）　lsbaq　Beg　siz　baglig1’n　6z　wa‘danglarga　wafa　qi’ll’p　bu

　　yan　61’qsanglar　biz　hammanl’　k66UrUp　yurt　（9）　desanglar　bera　miz．　Ka66　degan　6z　yurtu－

　　ngl’z　bo｝gandl’n　kin　bala－barqangiz　bar　dur，　xuda　xwali　hammanglar　bir　yerda　（10）　bolur

　　sizlar．　Ayslar　6zUnglar　wa‘da　ql’lmasanglar　biz　gU　bu　yerlar　kelmas　edUk．　Biz　ayslar　bilan

　　（ll）　yurtga　agi’ni’p　kelip　edUk．　Mabada　ayslar　bu　iginglitrdin　qaytmasanglar　sarlcardalar

　　（12）　bala－barqanglarnl’　yasir　［．．．］　［ql｝a］　dur．　Sizlar　6zUngltir　bozulup　bu　yan　6i’qsanglar　i｝一

　　gariki－dak　（13）　yurtnl’　6z　qolunglarga　tafgurup　berip　biz　Aqsa　KU6a　llaga　taqap　kita　miz．

　　Biz　yUgUrUp　（14）　gahrnl’　algandi’n　kin　6zUnglar　xab　bolmas．　Musliman　togulup　kafir　OIUSttng－

　　larni　mu　andlga　（15）　ql’ll’ng｝ar．　Bizdin　ham　musliman61’11’qga　indamak　laziin　iktin．　Har　tarl－

　　qall’q　mudda‘anglar　bolsa　u6url’nl’　61’qaringlar

　　（Seal　impression，　illegible）

【翻訳】

　　（1）ホージャム・バーディシャー狸下の高貴，崇高なる命禽より。
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　（2）イスハーク・ベグを始め，＝一マト・アホンド，ズフールドゥーン・ベグ，ミール・カースィ

　ム・ベグ，イナーヤト・ベグ，イスマーイール・ミーラーブ，（3）ムッラー・ニヤーズ・サンベ

　ギ・ベグ，全てのグルバーグに居る役人，ベグたちへの雷葉は以下の通りである。［お前たち〕悪入

　どもは誓約し書簡を送って，私を（4）ブハラから違れて来た。今，私が来てみれば，お前たちの誓

　約を遵守せずグルバーグに籠もって出てこない。（5）我が心中には悪人どもに対し如何なる悪意も

　なかった。今や，全てのウラマーたちは，悪人どもが死人で不信者であるとの法判断を下し，お前た

　ちの家族は奴隷身分であると蜜皆した。また，昨夜お前たちは誓約をして轡簡を寄越し（6）た。我

　らがお前たちの誓約を信じると，お前たちはまたもや守らず，かかることをしでかした。今，そうで

　はあっても（7）イスハーク・ベグ，お前を始め霞身の誓約を遵守して，お前たちがこちら測に出て

　くるならば，我らは皆を赦し，お前たちがユルトを薮望む］と（8）言うならば，与えよう。クチャ

　という［ところ］がお前自身のユルトとなった後に，お前には家族が有るが，神が望み給うなら，お

　前たちは皆ひとところに（9）居れるようになる。お藤たち悪人どもが誓約しなければ，我らもこの

　土地に来ることはなかった。我らは悪人どもと〔合意して？3（10）ここの3ユルトに移り来たのであ

　る。あろうことか，お前たち悪人どもがその行いを改めぬなら，［我が軍勢の］首領たちは（11）お

　前たちの家族を奴隷とするであろう。お前たちが心変わりしてこちら側に出てくるならば，我らは旧

　の如くに（13）ユルトをお前たちに委ね，アクス，クチャ，イリへと広がって行くであろう。我らが

　進んで（14）城を取ってから後では，お前たちこの立場］は良くないそ。ムスリムとして生まれ不信

　者として死ぬことをお前たちは心配（15）せよ。我らにはなお［お前たちを］イスラームへと誘うこ

　とが必須である。何であれ要求があるならば，返答を送れ。

　（E口影。　角奉読不倉老）

【注釈】

　（1）Xwajam　padi甑him．「我がホージャ，我が君霊」という稼署の使用は，｝｛idayat　Allahに始ま

　る。ここではMuhammad　YOsuf　Xwajaを指す。文書H参照。

　（2）王s聴qBeg．乾隆の新彗薮征蔽に功績を立てた那封Hudawlの孫。　Fletcher氏およびその説に従

　うMillward氏は，　Is麺qの父を　Mubammad　Hudawiとするが［F｝etcher　1978　b：366］；［Mill－

　ward　1998；214］，『薪彊図志』ij　21藩部6に見える系譜では，　HudaWiの長子‘砥man，その長子

　Mubammad　Hasan，その子M頗amlnad　Hudaw1であり，　Isbaqは‘U鋤勘の次子と記されてい

　る。Is樋qはJah6ngirの侵入を撃退してカシュガルを恢復し，∫ahangirを捕らえて北京に送った功

　によって，郡王位を授けられたうえ，署理冶什噛爾糖辮大臣事務の職に付けられて，豊帝に直接奏摺

　を提出する権i隈を得た。しかし，1830黛のM晦ammad　Yasufの侵入の後，裏切りの嫌疑を掛けら

　れたことは以下に見るとおりである。

　（3）sang　begi．　sangもしく19　shangの語源は現在まで不明であるが，租税徴収を任とするベグの

　職名であることは明確。

　Gulb融．「薔薇園」の意。新彊各地のオアシス都衛に隣接して建設された清朝駐屯軍の要塞は，新城，

　満城と称されたが，現地語ではGu至b融と呼ばれた。少なくともカシュガル，ヤルカンド，ホタンで



北京第一歴史梢案館藤蔵コーカンド関係文書9種 101

　この名称が用いられていたことが知られる。

【解説】

　文書双は，謎の多い文書である。先ず他の文書にはある付箋がない。蓑題に示したように，堀氏の覚

　え書きによれば，道光28年の吉明の奏摺に付されているが，この文書の漢訳として堀氏から頂戴し

　た漢文文書は，その所蔵番n9　8073－26こそこの文書の番n9　8073　一　28と隣接していて，整理の段階で

　原文書とその漢訳であると見なされたことを窺い得るが，事実は道光28黛のXudayar　xanの引書

　の訳文であって，文書Nとは金く関わりがない。一方，おそらくは漏話より先に第一櫨案館で調査を

　行ったMillward氏は，正しくこの文書｝Xの漢訳にあたる文書を発．閉し英訳を行っている。　Mill－

　ward氏によれば，その文書の番号は「軍機処子副奏摺，民族事務1294」で，　r進乱賊目送給伊薩克

　來字：」と題されている［Millward　1998：308，　n．50］。氏の調査より後になって播飯館では所蔵文書

　の編号の再編が行われたらしく，この文書の現在の番号は知り縄ない。Millward氏は，その著書の

　執筆の巨寺点では，この漢訳文書のオリジナルは発．晃されていないと雷っているが，確かに溺の所に紛

　れ込んでおり，それが堀氏によって跳鼠されたということであろう。以下に述べるようにこの文書

　IXは本来，1831年当時カシュガルの品品大臣であった温品阿（Jalungga）もしくはアクス領隊大臣

　の三芳の奏摺に付されていたものであろう。漢訳の原文を晃ることが出来ないので，Millward氏の

　訳を引用する。（．文書の冒頭部分はaIetter　surfaced　reputedly　written　by　head　of　the　invading

　army，　claiming　that　lslaaq　and　other　begs　of　Kashghar　had　invited　the　Khojas　to　return　from

　Bukharaと著者の叙述の文章中に要約されている。）

　　　　　　Now　1’ve　come，　but　you　haven’t　kept　your　xxrord　and　instead　remain　in　hiding　in　the　Chi－

　　　　nese　city　（Hancheng）　and　haven’t　come　out　to　greet　me．　What　does　this　mean？　We

　　　　don’t　want　your　land．　The　big　and　sixtall　akhands　say　now　you’re　following　the　Chinese

　　　　（ghongyuan　ren）．　According　to　the　Quran　it　would　be　proper　for　your　children　to　be　en－

　　　　slaved．　Last　night　you　said　several　things　and　had　them　conveyed　to　me．　Just　as　you

　　　　as｝ced，　1　have　waited　until　today，　but　again　you　have　not　kept　your　promise．　lsinaq，　as　a

　　　　｝eader　you　should　be　true　to　your　word．　lf　you　come　out，　Kucha　will　be　your　home．　1’ll

　　　　call　all　your　young　ones　together　to　be　united　with　you．　lf　you　say　you　have　not　invited

　　　　us　to　come，　then　what　have　we　come　for？　1　have　only　come　because　you　and　this　place　all－

　　　　owed　it，　lf　by　chance　what　you　said　does　not　come　to　pass，　my　’feHoweys　will　have　your　chil－

　　　　dren　as　slaves．　lf　you　come　out　of　the　city　now，　1’ll　give　you　your　old　lands　back．　We’li

　　　　go　to　Aksu，　Kucha　Yili！　［But］　if　we　ta｝sce　the　Chinese　city　［i．　e．，　by　siege，　without　lshaq’s　as－

　　　　sistance］，　that　will　be　of　no　benefit　to　you．　You　were　born　a　｝v｛luslim　一　why　do　you

　　　　insist　on　being　a　Chinese　（zhongyuan　ren）？　I　tell　you　this　according　to　the　ru｝es　of　ls｝am．

　　　　If　you　have　a　letter　in　response，　send　it　out　to　me．　［Millward　1998　：　215］

　　これは，書簡の差出人が単に賊屋とされていて，M晦am鵬ad　Yasufの名に雷及していないことを

　除き概ね精確な訳であり，原文のkafirが「i原人」と訳されている点は興味深い。　Muha．mmad
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YUsufの侵入とその後のIs願qに対して通敵の嫌疑が掛けられた事件の経緯については，　Miliward，

Newby三二が既に詳細に明らかにしている［Millward　l998：213　一　223；Newby　2005：153　一　1671。

1830年の春の初めから，カシュガルではコーーカンドが侵入を準備しており，Isbaqがその手引きを

しているとの噂が流れ始めた。参二大距札隆阿が対癒を怠っているうちに，顧ng－ba醗Haqq　Qu11

が率いるコーカンド軍とキルギズ部族はMuhammad　YUsufとともにカシュガルへの侵入を開始し，

9月29Efの夜には，カシュガル回城を攻晒した。同じ夜満城では，　Isbaqの三三の噂に激昂した内

地の商人数百名が，Isbaqの衙門を襲撃，放火して17入のべグを含む200人以上のカシュガル入を

殺害した。コーカンド軍は二二を攻めきれず，ブハラに背後を脅かされる事態が発生し，アクスから

蘭進ずる清軍1を前にして，12月の来にはカシュガルから撤退した。その直後，キL隆阿はアクスの楊

弓にIs埴qとその家族を通敵の容疑で監禁したことを知らせ，一一・一・一件は北京に報告された。以上の経

緯からすれば，’ ｱの文書IXは，　Isbaqの嚢切りの証拠として，孔隆阿から楊芳を経由して軍機処に送

られた可能性が高い。拙隆阿はコーカンドの侵入を許した責任を追及される立場にあり，答をIsbaq

に転嫁しようとしていたと考えられるから，そもそもこの文書の真偽臨体を一応は疑う必要があるか

も知れない。偽造でないとすれば，次には文書の内容が事実であるか否かを吟味する必要がある。

Newby氏の指摘の通り，コーカンド侵入以前に流れたIsbaqの内応の噂がコ・一カンド側の情報操作

であったとするならば，この文書もそうした謀略の一環として，満城に籠もっている守備隊と貌地の

べグたちを疑心暗鬼に陥れる目的のもとで作成された可能性が考えられる。この場合には，王s嫡qが

ブハラにいるMubammad　Yasufにカシュガルに来るように懲愚する書簡を送ったという文書の記

述は，虚偽である可能性が高いとしなければならない。もしこの記述が真実であるとするならば，そ

うした行動を採ったis願qの意図は奈辺にあったのかが問題になろう。彼は，一旦は逃れ去ったJa－

hang王rを，清軍がカシュガルから撤退した：という偽情報を流して誘き回せ，捕縛した経験を有して

いた。それに鑑みて二匹目の泥総を猴って，彼の方からM恥ammad　YOsufに対して謀賂を仕掛け

たのであろうか。いずれにせよ，朝廷は王s埴qの忠誠を疑わず，一方三三阿は死刑を宣告されたが，

執行を待たずに獄死した。

　ところで，これらの文書は如何なる手順で漢訳されたのであろうか。翻訳に当たった者へ

の書及としては，文書JIIの漢訳に「アホンらの訳出に拠る」とあるのが唯一の例外で，それ

以外の漢訳にはこうした文言はない。「通辞」という漢語は，そのままtbngjiとして現地語

にも借用されたことは知られているが，これら現地出身の「通辞」の任務は，現地語の史料

から知られる限りでは支配者の命令を被支配者に伝達することであって，文書の翻訳業務に

携わっていたという情報はない。そもそも，新彊統治における，支配者と被支配者間の言語

的意思疎通の問題は，現在まで殆ど等閑に付されてきたが，これに関連して，ここで紹介し

た原文書とその漢訳の対比は，若干の憶測を許すように思われる。最も顕著な原文書と漢訳

の差異は，前者が勅書もしくはこれに準ずる格調を有する場舎でも，後者はこの格調を無視

し極めて平易な漢語に訳しているという点に見出される。これは，「藩属」に大書壮語を許
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さぬ「天朝」の殆侍の現れと解されるべきであろうか。或いは翻訳能力の問題であろうか。

いずれにせよ，文書Vの如き文章を直接理解できる者が，参賛大臣の幕僚の内に居た可能性

は殆どなく，現地の知識人による，文書の内容を平易な現地語に言い換えた「解説」が不可

欠であったと思われる。もしそうであるならば，漢訳（あるいは漢訳の前段階として満州語

訳された可能性も検討する必要がある）されたのは，原文書ではなくこの「解説」であった

と想像することも強ち不可能ではない。文書VIの漢訳に「qadi　begがその地に駐在して，

チベット往来の貿易人の郵税を徴収する」という原文書にはない一文が付加されていること

は，コーカンFからの使節自らがこうした「解謝を行っていた可能性をも示唆する。

　一方，文書Vの「ハック・クリ以来定められた和約と条約」文書照の「第十一年以来この

方確立され，協定して定められた事柄」が，漢文に訳出されていないのは，どのレヴェルで

為されたことかは不明であるが，明らかに清朝の官憲による作為である。彼らは，「条約」

の存在を否認するどころか，コーカンド側による「条約」に対する言及自体を隠蔽したので

ある。清朝皇帝がこれらの原文書を「御覧」になっても，この隠蔽が露見する恐れはもとよ

り皆無であった。清朝の中央政府には自らがコーカンドと「条約」を締結したという認識は

全くなかったとしても，コーカンドからすれば，Fletcher氏のいう「中圏最初の不平等条

約」4）は厳として存在しており，時には軍事力の発動をも伴う新彊への介入は，金く合法的

なものであった。「19世紀にまでも生育し続けた，古い思考と外交の伝統の力」［Newby

2005：248］と見えたものの実態は，この両国闘の認識の面諭を覆い隠すための無花果の葉

であったと解することも出来る。いずれにせよFairbank氏が言うところの「朝貢体制の黄

昏」の時刻は，中央アジアでは既に過ぎ去っていたのである。
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｝距」as・9：痘｝レ♪レ麹釦，り鋼幽δ協，（、n）ゆ、海しτ」、ノUl　i・u’J）1

」傭1幽壷｝㌧戸」盛．の到歯酬毯ら・滋勃境（w）gly　bsel　b．r・一22A。区ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、y。口1∫r∂し◇u納1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［膳ソ…．rge　］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　燭5認乏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂」い（、）

四（乏）吻ソ◇レ凹凹・じジ詞σ）壷、一；・・一しτ♂・リレ・・’（野｝メ∫じ・メ（Y）

・lx．》靱びτ（・）Ox・…声ぶ」リタ、輪」、）…一繭誘6ω此納5ぐ鋼

｝弗馬一丁晶。し顛｝鼻ω」・（n）ぎ鱒蛭び“しb副し」1・9」　・・、．…

（人）囲。bJゆ凶」ジψ焉」幽し・♂〆磁・㎏み♂メ♂（〉）」艸帥独

’レレ。瞬陛・吟（g）撫。列6り」海ぐ凋畠ψメ3ご誘、〆メ動・刈

5δψ出加」遍φし」四一毒」り（、・）噸レJ」1門崎レ頃の戸レの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、Y。八」ノδ幽軸し



108 濱　田　正　美
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のび譜㌧妙（Y）。凱ノuし∫轟、ノジメノ認囲み賦勾盆あ」vPt“”ap（、）

詩し・馬幣£砂底」｝力方うレ5（Y）力曝顛・｝ダ許6bT。i一・（F・：一。しんbtS

♪ち舜♂L同副u取乏）c・」Ly・・a　6e・・ジ繭、ダ必ψ神8ソ1岬3ご瞼㎏

噸（。）8炉朧鏑。し騨しゅ甥8し｝tUじP｝凶♂糖女の榎りり・ekW

幽し琉ψ｝西碗・ガ㌧冠山下」♪ir・」粥熔｝詞ら鰹のしB　de　）x・

ノ｝∫5い包ルぎe。、ぶ〆♂・＆6メ談メ回しリレ5訪2，1（K）｝艸

ψT3劫紬1｝ノ妓のメ，ヴ臥嶺」｝：演。い（〉）」｝」｝＿gyPt．s9”・，

しナωし磁鴇夢G紛レ｝ル呼ゆ（八）5鐸」漫↓一、ダ購些痢りぐ」わ

。騨隔跳）幻賜卿∂♂矧6、ソカ溺（g）。ft・・一　gv、1・・レレ・驚喜凶毒

副1♪じか吻鋤博じ・5・・3’｝，，〆ノ喫じ（、つ卸ぐ。T♂贈幽。LS一　）レ、あl

esし岬抽が顔∫（IN）＿妙pl」り旧，起UO露ジ碗τ跳」・｝壁画♂

＆Ye（NY）♂2底地抽♂メ｝カ｝∫12ψL屡。㎏eレ“3SkOg・s｝滋

，（NY）ひfu　x」　）　f－」4の」地獄うし」い。・藤メ物申・・ぐ））1しTむ蝉し

♂ラがG潟⇔鋪蝉3回謬ぐレこ煽J」1幽。』レゆωメ痩骨1抽

，［trし3曲副メ漁幽然P評ψ♪6壷沙門ぐ，磯夢メカ1剃（、乏）

JLS・・レ樋門♂掴鰯b　qメ｝ρ紳・弾瞬ら∫（、。）o・レ物争』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、yn・ぐ，・甥減ノ炉レ〆ρ・1戸b緬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（？）洩繍渉許メぴのりよタ帰［」・e・・　］
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勉めリメ・一・，・・のレ。）しe・．一露6鼻ぴ）の・LSI・）f，o・ダ♂ωメ
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♂屡罎どlb山し（乏）・動ψ陶I」弼函鐸誹．膨滋訴角到・凶到

（・）畠、Y　bLLり副ぎら粥♂向ソ罎ぴ婦助・隔ρ6・，《婦副
　　　　　　　　　　　　　　　　タ・．・一LiT、抑。駒。叫・，い払」力6」毒」メ動，晶P一励ソ、荊り5のしτ

♂鐸鯵跳K遍翻㌧3鐸6』δωτ3一レ・1画¶◇K・㌧」σ）6L屡幽認

，細図幽弛頃副鄭』ゆ磁了bじ・メ」ダの（〉）下剤｝露己］じth
　　　　　　　　　　　　タ　　　タ・華到雇い剛胆δ・曝晶済（人）｝〆ドK炉。氏1賊・｝・c：，・　VPメ6Fkf．」・」

びりメの♪じ」メ2ソ壽（g）δωダ〆ノ甥擁」ソ．蝕照門・些ダメ36Lhi一　e

魁町］〆5（、っ9・梱1の」夢戸」凶．㌧凋メ〆」，1旬ellL，，s’し」」Pt

（、、）Lsx・」Yf．。辱轟謬，し一、〆・勲1畠」夢臓飯ノビ」δ瞬，身中β」」
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」）…5P・．．劃誕5，」㌧ごじ噸う均ソみD幽摩～Pt。ソメ、hf－eg（、Y）、ノ◇駆

φび，φメメ夢線」身．詞鮮∫鐸幽、tWeS　p．一gY（NY）鋼卸撮し

」輿。e或鯉タ詠励物品払．5b》隣・」｝少（、乏）e・S　1・L“　」yL・」メψ

メが♂田メ画納温感。SL5一｝力壕（1。）・・i」tUメのり幻ソ痴論じポ・

諄（、、）上歯詮議摺ソ山メ91y、遡．｝ソ」∬♂副e勾鍔｝…，tS

，凝」姦謀・・日直《鋼却♂レ轟頻お5凋φ・レ・bJ髄τ。s・L…pl♂・，到

⇔鍔1♂‘，♂メ。メ麹ヵ逼．〃吻り溜画工。K痢1論り押（w）JL；L・・IT
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6Lp・‘ンソのゆ．sし触㎞。tS．納∂Tψ謬♂恥」葦礁ノび麟じ凝（Y）

押ぐし凶♪蕊身6♪卸し轟凶♂《身M幽（Y）〆タレこ氏．・ぐpm

tW．1　」LSgs｝」〆凸分び・幽㍉Yff（乏）嬢メ謹凶蕩姫、かδ遍‘

。廊，凸帯び平げσ）夢ノ麟画、ノ♪じ富げψ町分｝表押（。）

｝護糎」1沸2電場（v）と睡卿扁レ｝，2舜u岬メメ。ナ・L，・1｝ヵ舜u噸jUメ
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譲∫、y　ekF（人）帰uメ」榊ノソ加メ〆1晦幽劃函押。卿舜じ6押

ぴ孕“レ（g）動旨、〆び｝メ規・δメ〆1。〆旨壷し・みφ。鞭・ソ

」UrssUs　or．）（、つ鐸押∂し・戸いメ擁夢じ鋤凶｝・。到陣疹湿馳・

　　　　　　　　［」司・yY．st♪sL炉」島〆。1耳ド嚇皆、鋭内払◇晦｝・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応ρ認〈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ac♪瑚夢。防協旨謬。隔岬ガ，1（、）

，じ塀1蝉びレぴ）噛のL・？ぐ，s　JL・）’　6」5L・鱒劇卿副倦」メ加（Y）

翻き」6ゆし弾秘細夢｝ル（乏）夢メ5晶一壷こ瞬ひろメ．睡」。ifLS’

の男凶議曝」卿蜘しのしLSLh・・一・・YS・s、L．・（。）・・ぐ応鍔ア」ψし勧｝

　ノ　　タ
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カ（入）6し劉♂よ｝か夢晩或ノ♂副幽鋼い凝噸．ぬ炎醐，（〉）rw

旬が｝し（g）めδ団。甥ド2一δゆ6舗幽♪鱒u刈許鋼轡”）LL…

，醐｝」．s・s（…．　G2uru”　e’，・b（、・）」bl，bl甥1嬢碗粥騨到♂臨噸メ

．Y・・bし艸戸ラ泳」L・　Jb・bLs．S］（い）げ｝唐幻5・り卵酌♪岡碍uじ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　elL5　」し調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応3認r
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6痴男紳』．8bぐysQ，s　6♪圃Lt・L・・…（・）幽り邸じ睡・」㌧轟

函φ躍回♂、凶隊襲（・）｝メ6舜ψ爵賜・チ♂♪tU一㌧ソ磁♂瞭、♪
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びゅ畠㌧♪圃bレ」卿姥・■　．i‘L」；t－」”」Y．（、、）め」♪圃溜」飛1♂慮
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